
レピーフ活動報告 浮羽工業高等学校

妊娠と出産について知ろう

～これからの私たちのこと考えてみよう～

今回の健康教育では、妊娠・出産に関する基礎的な知識をわかりやすく伝えると
ともに、妊娠した場合の選択肢や、自分の心と体を守ることの大切さについて、
生徒の皆さんと共に考え、学びを深める機会となりました。

令和8年2月24日、福岡県立浮羽工業高等学校の生徒の皆さんを対象に、
「妊娠と出産について知ろう ～これからの私たちのことを考えてみよう～」と題した
健康教育を実施しました。



実施にあたっては、事前に学校側と打ち合わせを重ね、生徒の皆さんの実態に
応じた内容となるよう企画を検討しました。

決定した企画内容をもとに、春休み期間中に集まり、本番を想定した練習を重ね
ました。伝え方や進行についても丁寧に確認しながら、準備を進めました。

お互いに意見を出し
合い、教員の指導も
受けながら、検討を
重ねていきます。

「大学内での練習風景」

学年を越えて
協力し合っています



「本番での様子」

ロールプレイを通して妊娠の仕組みや中絶について考え、避妊の重要性や方法に
ついて学び、「お互いを尊重する関係性」や「自分の意思を伝えることの大切さ」を
共有しました。

妊婦ジャケットを付けて登場

生徒の皆さんにも
新生児人形の抱っこ体験をしてもらいました

学生が作成した教材で受精卵の大きさを確認し、胎児人形を用いて妊娠週数ごと
の発育の様子を説明しました。



浮羽工業高校の皆さん、ありがとうございました

活動を終えてからのレピーフメンバーの感想

リーダーを務めた
本部さん（右）

と
サブリーダーを務めた

坂口さん（左）

「浮羽工業高校での活動では、初めてのリーダーの役割を務めさせていただ
きました。『妊娠』と『避妊』という、とても重要でセンシティブな内容でしたので、
多少の不安はありましたが、メンバーや先生方からのサポートのおかげで、明
るく楽しく学べる時間にすることができました。生徒の皆さんも、乳児モデルの
抱っこ体験の際に、戸惑いながらも真剣に取り組んでくださり、互いに性につ
いて学びを深めることができたと感じています。」

「今回の活動では、妊娠・出産・中絶について伝えました。これらは主に女性が
担うことが多いからこそ、男性にも理解を深めてもらえるよう劇という形で表
現しました。劇を通して、お互いを思いやり、大切にできる関係づくりにつなが
れば嬉しいです。私自身も理解を深める貴重な機会となり、今後に生かして
いきたいと感じました。」
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